
市議会３月定例会
条例の制定や予算関連など34案件可決

議　　案
市再生可能エネルギー発電設備等管理基金条例の制定
　市役所に設置した発電設備で生じた余剰電力により

得られた売電収入額を基金として積み立て、発電設備

などの維持管理や更新に必要な経費の財源とするため、

制定しました。

市子ども・子育て会議条例の制定
　子ども・子育て支援法の規定により合議制の機関を

設置するため、条例を制定しました。会議は、子ども

の保護者、事業主の代表者など 15 人以内で構成され

ます。

消費税率及び地方消費税率の引上げに伴う関係条例の
整備に関する条例の制定
　消費税率と地方消費税率が引き上げられることに伴

い、公共施設の使用料などを改定するため、条例を制

定しました。

市自転車等駐車場条例の一部改正
　岩波駅西側に、自転車用 60 台、オートバイ 9 台分

の駐輪場を整備し、４月１日から利用を開始すること

となったため、条例を一部改正しました。

審議会等の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例
の制定
　審議会などの統廃合や報酬額の見直しに伴い、条例

を制定しました。

市職員の分限に関する条例の一部改正
　職員が病気やけがなどのため、長期の休養を必要と

する場合の休職期間を、国と同じ３年に延長するため、

条例を一部改正しました。

市職員の給与に関する条例の一部改正
　管理職員が、週休日、休日などに臨時または緊急性

のある業務に従事した場合に、管理職員特別勤務手当

を支給することができるようにするため、条例の一部

を改正しました。

平成 25・26・27年度循環型社会形成推進交付金
事業　市一般廃棄物最終処分場（第二期）浸出水処理
施設建設工事の請負契約の締結
　落札者のクボタ環境・渡邊工業特定建設工事共同企

業体と、10 億 7,211 万 6,000 円で請負契約を締結す

ることを可決しました。

平成 25・26・27年度循環型社会形成推進交付金
事業　市一般廃棄物最終処分場（第二期）埋立地建設
工事の請負契約の締結
　落札者の竹中土木・渡邊工業特定建設工事共同企業

体と 10 億 6,380 万円で請負契約を締結することを可

決しました。

平成 25年度防災・安全交付金事業　市道 2-29 号
線道路改築工事（橋梁上部工）の請負変更契約の締結
　矢田工業株式会社静岡営業所と１億 6,358 万 2,650

円で契約していましたが、材料費の減額などにより、

138 万 750 円減額して１億 6,220 万 1,900 円で請負変

更契約を締結することを可決しました。

　市議会３月定例会が、２月25
日㈫から３月 27 日㈭まで行わ
れ、予算９件、条例案件 14件、
補正予算８件、その他３件の34
案件が審議され、可決されました。
その中から、主なものを紹介しま
す。
※�平成26年度予算案は、４ペー
ジから７ページで紹介します。

▲新たに岩波駅の西側に整備された駐輪場
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補正予算
一般会計補正予算（第８回・第９回）
　既定の歳入歳出予算の総額に、10 億 2,000 万円を

追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 209 億 9,900

万円としました。

　歳出の主なものは、以下の通りです。

○ デイサービスセンターいずみ荘の漏水対策工事費

（920 万円）

○ 私立保育園の利用児童数の見込み増に伴う扶助費の

増額（2,062 万８千円）

○ 除雪作業など雪氷対策費の増額（800 万円）

○ 千福大橋長寿命化修繕工事費（6,000 万円）

○ 裾野駅周辺整備に伴う用地の取得費（5,116 万 8,000

円）

○ 国庫補助事業の追加に伴う２市１町消防通信システ

ム整備事業費（１億 5,142 万 6,000 円）

○ 最終処分場（第二期）整備工事費（８億 7,840 万円）

○ 橋梁長寿命化修繕工事設計委託費（1,600 万円）

○ 市道 1-23 号線などの工事費（7,264 万円）

国民健康保険特別会計補正予算（第４回）
　共同事業拠出金の減額などに伴い既定の歳入歳出予

算の総額から、106 万７千円を減額し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ 53 億 6,077 万 5,000 円としました。

後期高齢者医療事業特別会計補正予算
　後期高齢者医療広域連合保険料納付金の増額などに

伴い既定の歳入歳出予算の総額に、530万円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億3,280万円としました。

介護保険特別会計補正予算（第４回）
　システム改修の委託費の増額に伴い既定の歳入歳出

予算の総額に、94 万円５千円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ 28 億 5,829 万円としました。

下水道事業特別会計補正予算（第３回・第４回）
　管路築造工事費の増額などに伴い既定の歳入歳出予

算の総額に、171 万円７千円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ 10 億 6,986 万円としました。

【市長コメント】
　東日本大震災で被災された皆様に心からお見舞い申

し上げます。今回、環境大臣から震災がれきの受け入

れについて感謝状をいただき、裾野市民を代表して誠

に嬉しく感じております。

　「同じ日本人として東北の被災地を支援したい」と

いう、裾野市民の温かい気持ちに支えられて、大橋前

　３月 18 日㈫に市議会全員協議会が開催され、当市

に対し環境大臣から感謝状が贈られたことを市長が報

告しました。３月 12 日㈬に都内で行われた災害廃棄

物処理　成果報告シンポジウムの席上で井上信治環境

副大臣から市長が感謝状を受け取りました。

市長が議会や市民の理

解と協力を得ながら震

災がれきの受け入れに

取り組んだことが、今

回の評価につながった

と感じております。

　裾野市としては、26

年度も福島県相馬市に

職員を派遣するなど、

今後も、被災地の支援

に取り組んでまいりた

いと考えております。

▲修繕工事が行われている千福大橋

▲井上環境副大臣から　　
感謝状を受け取る市長

環境大臣から
� 市へ感謝状
＝ 災害廃棄物処理の支援に対して ＝
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